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レゾルシンの分解度試験成績報告書

試験期間　　昭和50年7月30日～昭和’0年9月19日

試料名　レゾルシン
　分子式　　C‘恥0！

　構造式

（試料姦K一1．2！）
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3．　試験方法及ぴ条件

灘三栖一一一
　3！　試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

32　酸素消費量測定

　　　　3！の記録による

33　生分解試験後の直接定量法

　　（a）使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　紫外可視自記分光光度計

　　　　　液体クロマトグラフ

（b）　分析試料の前処理

試　験
液1

・ろ過（石2ろ紙使用）

　　　・5’Omユ分取

　　　・灘乾固　　　　・乞倍希釈
　　　←メタノール」．

　　　　　　　　・・垂璽ヨ隊攣璽i翻

画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　■
（c）分析条件

　　　全有機炭素分析計（T　O　C計）

　　　　流速　T　C回路　．200m■／min

　　　　温度　TC炉　　860℃

　　　紫外可視自記分光光度計（吸光光慶i計）

　　　波長．230nm～370nm
　　　　スリット幅　　　　　4血

　　　使用セル　　石英セルンOmm

　　液体クロマトグラフ

　　　カラム　ガラスカラム5mmφ×25cm

　　　固　定　相　　　日立ゲル手30！0

　　　溶離準　 メタノール

　　　流速∠0皿／min
　　　検出器　 UV（272nm）
　　　　　　　（以下余白、次頁に続ぐ）



荏　試験結果

分解度〔多） 付　　　図 付　　表

酸素消費量による結果 66．7 1
一

T　O　C計による結果 ！00 2 ／

吸光光度計による結果 ！00 3 ．2

LOによる結果 100 群 3

よ　そ　の　他

　　　操作上特に問題と浸ることはなかった。

以 上


